



























































einschaftsgefühl, social interest ）が弱ま

























おおくの理解を共有している。 しかし大衆問題にかんしていえば、アドラーの態度は中立的である。 なぜアドラーは大衆というあり方に危機意識を抱かなかったの 。 この問いは大衆を問う是非の問題を翻って掘り起こす。
 
ル・ボンやタルド、シゲ レの群集心理学の頃から顕著化した
大衆批判には、 ヤスパースやハイデガーの実存哲学も広く共有する観点が前提されている。 しかしかれらの弟子のアーレントによるアイヒマン裁判の報告からミルグラム実験の結果報告を経由することで、大衆を素朴 問題視する観点こそ、むしろ問題的とさえ考えられるようになった。 またフェ ティンガーの認知的不協和の理論によって、 人間の合理化が心理的葛藤に対する作為な納得や正当化でもあることも明らかとなり、 大衆批判の厄介さがここにおいても示唆されている。 個人的 信念や確信が世間な常識と対立する場合、われわれは日常的に、極端な理由づけを
たやすくおこなってしまう。 群集心理学により始まった大衆批判の観点は、 皮肉にも、 この学の発展としての社会心理学によって、その批判の難しさを突きつけられたといえる。
 
この難しさは、次の定型的な決めつけのなかに潜在する。 「他
人と意見が衝突した場合、 この意見対立による不安を落ちつかせるために、 強固な自己正当化が試みられる。 そしてこの正当化は、似た意見に接触することでより盤石となる。 ゆえにわれわれは対立する意見をもった場合に、 自身とおなじ をもつ者に接することで安堵する。不安感 より効果的に鎮静するためである」 。こうした決めつけこそが わか やすい図式化を遂行 てしまっていることは否 ない。翻 て大衆批判の難しさとは、大衆を批判する者自身が大衆的 言説を繰り広げることで、 大衆を再帰的に再生産してしまう点に見いだせる。 し し科学技術の社会的な取捨選択をめぐ トランス・サイエンスの問題領域 ポピュリズム政治をめぐ 問題圏等、 大衆は現代 おいてもなお問題的である。
 
ここではアドラーとヤスパースの比較を通じて、 大衆の問題に





































ックスも増大して く。 劣等感と劣等コンプレックスの関係と同様、アドラーは優越感そ ものを否定 ているわけでは い。優越感の追求は目標到達 ため 努力に不可欠な心のエネルギーである。 劣等コンプレックスが拗れて共同体感覚が弱い状態で抱かれる優越感が問題的であり、 これは優越コンプレックスと表現される。 「劣等コンプレックスを抱く者が苦難から逃れる方法ひとつが、優越コンプレックスである。こ 者は、実際はそ ではないのに、自身が優れていると決めつける」
[A
dl69, 31] 。アド
ラーがこの優越コンプレックスを問題視する理由のひとつは、 この心の傾向が犯罪行為へ結びつきやすい点に ひ を騙すことで偽り 誘導をする際に抱かれる他者の支配という快感、 窃盗
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この必要に基づく結束感こそが、共同体 覚である。ひ を策謀的な者ではなく友愛的な隣人 捉えようとする態度は、 猜疑心ではなく信頼における他者への構えによって整えられる。 こうした態度によって健全な人間関係が形成される
  (1)。 したがってアドラ















れながら、 大衆について論じられている。 ここでのかれの立場 、大衆そのものを批判的に捉えているわけではない。 問題は連帯感を欠如させた集団である。 「連帯感の欠如は、膨張した劣等感のためにつねに、個人 ノイローゼや犯罪へと駆り立て、諸々の集団や国家を自滅という奈落へと駆り立てる」
[A
dl13, 106] 。ここ





















ったのか。まずはアドラーの生涯から、この問題にアプローチしてみたい。アドラー 医師として開業する以前から、そして医学者として知的活動に従事する以前から、 政治的信念のもとで活動していた。 「ポリクリニクで貧しい患者への医療は広大な政治的展望の反映であ １８９０年代半ばに、かれは社会主義に強く傾斜したのであっ 」
[H








映っていた。 「父は自身を普通の者のひとりと見なし、知的エリートの一員とは考えなかった。詳説され 内容は、おおくの哲学的、心理学的、社会学的な定式化と複合概念によるものであ にもかかわらず、あらゆる者が理解できるように、平易な言葉 使用につねに努めていた」
[H
of94, xi] 。こうした事情によって、否







かれは個人的な各自的事情の理解を重要視する。 「与えられている条件がおなじでも、個人が犯す過ちは多種多様である。子どもたちを調べると、 彼らの反応に絶対的に固定化された正しい流儀などないことがわかるだろう。 かれらはか ら自身のやり方で反応する」
[A
dl69, 21] 。このことから、 「大衆」という一般化によ















































人間の交わりである。 「独立的自我の離別後の問題は、自我と自我がいかにして理解しあい、互い 交渉する かである」
[Jas32, 
52] 。ここでの交わりは、他者の自我、すなわち他我を非人格的



























































 分自身の存在を明らかにするのと同様、 答える行為もまたその存在を明らかにする。こうした問いかけは、他者を委縮させたり、他者を辟易させたりする類のものではない。 「闘争は同等の水準で生じるのだから、闘争のうちには でに承認があり、問いかけには肯定がある。 これゆえ実存的な交わり 熾烈な闘争においてまさ 連帯感 明らかとなる。 この闘争こそが、分離することに代わって、実存を真に結合する方法な である」
[Jas32, 66f.] 。こ


























ラーは目的論に立脚した人間の歴史性を重要視している。 しかしこれは個人的領域 限定されている。 これに対してヤスパースは集団の歴史性も重要視しており、 こ 差が大衆理解の違いに大きな影響を及ぼしている。大衆につい 論述している箇所で、アドラーも集団的な歴史が個人へおよぼす影響について言及している。たとえばそれは「帝国主義的動向」
[A
dl13, 106] である。国




にあった。 精神性は精神の交わりにおいて獲得される内実である。そしてこの精神の交わり 実存的交わりの試金石にすらなっている。精神の交わりの具体例のひとつと て、ヤスパースは教養を思 描いている。 教養を備え ない者が実存的交わりを遂行
したとしても、乏しい成果しかもたらすことができず、実存的連帯からほど遠い大衆的同調へ陥る危険す 生じてしまう。 「真の歴史性は、あらゆる生に、このために現在の にも栄養を与える源泉を見つけるための準備である」
[Jas31, 107] 。歴史は過去につ
いての単なる知識ではなく、 将来へと開かれた現在的実践のための学である。そしてこの開かれた実践の準備と て、 「控え目な生活態度の実直さ」
[Jas31, 108] が指摘される。歴史的な伝承や伝
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 注
 
 (1) 共同体感覚についてドライカースは協力のための能力と捉えなおし、これを所属と関連づけている。 「共同体感覚は、他者との共有や一員という意識において主観的にあらわれる。外見上のあらゆる相違にもかかわらず、他人と根本 違っていないと感じる時にのみ―所属を じる時にのみ―、ひとは協力のための能力を発達させ ことができる」
[D
re50, 5] 。 
(2) アドラーとヤスパースの 通点は他にもある。たとえば医療の現場において、 仲間意識の育成がカウンセリングの核心であるとアドラーが見なし いたのと同様、 ヤスパースもまた自身の実存的交わりもまた治療の場において重要であると考えていた
[M
at15, 276] 。 
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立正大学非常勤講師）
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